
施設一体型小中一貫やまと学園準備委員会通信

未来の学園づくりかわら版

今回（第１回）のプログラム

これからの流れ（予定）

第1回準備委員会 （今回）

立上げ全体会

第1回ワークショップ （11月下旬）

テーマ「目指す学園像」 （１）

第２回ワークショップ （12月下旬）

テーマ「学園の場所」

第３回ワークショップ （１月頃）

テーマ「協働的な学び」

第４回ワークショップ （２月頃）

テーマ「目指す学園像」 （２）

第５回目 （３月頃）

まとめ（ふりかえり）

準備委員会は、学校運営協議会、保護者、教職員、
地域などから69名の方にご参加いただいています。
これからこのメンバーで新しい学園づくりについて
の意見交換を行います。

vol.1

これまでの流れ

平成30年3月 「光市立学校の将来の在り方に係る基本構想」を策定

令和2年4月 基本構想に基づき、現在の中学校区で小中一貫教育を開始

令和3年3月 「光市学校施設長寿命化計画」を策定

↓

基本構想および長寿命化計画を踏まえ、小中一貫教育の教育効果をさらに高めるため、小・

中学校の施設が同一敷地内で接続または一つに合体した「施設一体型小中一貫ひかり学園」

の新設に係る方針を策定し、その具現化に向けてやまと学園の準備委員会を設置しました。

日時：令和4年11月1日（火）18:00～20:00

場所：光市立大和中学校体育館

・伊藤教育長あいさつ
・委員の委嘱、委員長・副委員長選任
・講演（準備委員会アドバイザー松田 靖 氏）
・地域資源を活かした特色ある取組の事例紹介
・感想をみんなで共有
・今後のスケジュール、会議の進め方



お問い合わせ：光市教育委員会 教育総務課管理係 （担当：清水）

ＴＥＬ：0833-74-3601 ＦＡＸ：0833-72-7202

１．伊藤教育長あいさつ
委員長：宮尾智義さん

子どもたちの未来のため
に、地域のみんなで汗を
かき、知恵を絞り、大和
地域全体で新しい学園を
つくっていきましょう！

小中一貫教育では、質の高い教育を
目指して、以下の４つの教育環境の実
現が期待されています。
①安心して生活することができる ②個性的に探究することができる
③繰り返し学ぶことができる ④高度に学ぶことができる
学校は地域の中にあります。地域の様々な取組なくして学校は成

り立ちません。やまと学園ならではの最高の教育環境を実現するた
め、ここにお集まりのみなさんが当事者として関わり、その声を集
めて、新しい小中一貫教育をデザインしましょう。

【デザインの５つの視点】
・小学生と中学生が共に高め合う
・小学校教職員と中学校教職員が共に働く
・９年間を通して成長する
・地域とともに育つ
・保護者もともに育つ

次回のごあんない
（第1回ワークショップ）

日時：令和4年11月30日（水）
18:00～19:30

場所：大和コミュニティ

センター（大ホール等）

第1回はこんな会でした！

子ども
の学び

•学校教育の主役で
ある子どもの学びを
第一義において。

•大和ならではの
最高の学びの環境を
創っていきましょう。

連携・
協働

•学校・家庭・地域の
横のつながりにより、
子どもたちの学びや
育ちが豊かなものに。

•プロセスの共有が
大きな力に。

地域の
拠点

•学び、交流、防災の
拠点。そしてふるさ
との拠点として。

•みなさんの誇りと感
じられる「地域の拠
点」となるように。

３つのキーワードを
お示しします！

２．委員長・副委員長の選任

副委員長：的井勝巳さん

光市のモデルとして、
大和地域が先行して取り
組みますので、皆さんと
一緒に良い学園をつくり
たいと思います。

３．準備委員会の役割

４．講演：地域とともにある「小中一貫やまと学園」
～子どもたちの「学び」を第一義において～

講師：松田 靖 氏
山口大学大学院教育学研究科教授、
準備委員会アドバイザー

子どもたちを中に入れて、
子どもたちを真ん中に据えて、
大きな輪（大きな和→大和）を
さらに大きく、確かなものに
していきましょう！

５．大和の地域資源を活かした
特色ある取組のソウゾウ

全体会（ワークショップ）で
出た意見を部会で検討し、
学園整備に活かしていきます。
教育総務課 課長 吉永

６．今日の感想を
みんなで共有

今日、聞いたことを
踏まえ、近くの方と
数人で、感想を共有
しました。
ワクワクした気持ち
が会場いっぱいにあ
ふれました。

皆様方のお力添えを
改めてお願い申し上
げます。

地域のみなさまとの協働で、
大和地域の特色を活かし、飛躍
させていきましょう！
伝統・産業・歴史・自然を活か
し、今後のヒントとして事例や
アイデアをご紹介しました。
教育総務課 主任 新谷


